
 96

 

BRAIN and NERVE 62巻１号 2010年１月

発 行 株式会社 医学書院

代 表 者 金原 優

〒113-8719 東京都文京区本郷1-28-23

電話 本誌編集室直通(03)3817-5701 (山内・小藤・山﨑)

FAX (03)3815-7802

E-mail bn＠igaku-shoin.co.jp
 

Web http://www.igaku-shoin.co.jp/mag/bn

印刷所 ㈱アイワード (011)241-9341

広告申込所 ㈱ハイブリッジエージェンシー (03)3814-0089

BRAIN and NERVE
(第62巻 第１号)

2010年１月１日（毎月１回１日発行)

定価2,730円〔本体2,600＋税５％（配送料実費）〕

〔2010年，年ぎめ予約購読料35,460円・電子ジャーナル閲覧

オプション付46,100円（配送料弊社負担）〕

販売部直通電話 (03)3817-5659・5660

振替口座 00170-9-96693番

･Published by IGAKU-SHOIN Ltd.,1-28-23 Hongo,Bunkyo-ku,Tokyo 2010,Printed in Japan.
･本誌に掲載する著作物の複製権・翻訳権・上映権・譲渡権・公衆送信権（送信可能化権を含む）は㈱医学書院が保有します。
･ ㈳出版者著作権管理機構委託出版物>
本誌の無断複写は著作権法上での例外を除き禁じられています。複写される場合は、そのつど事前に㈳出版者著作権管理機構（電話
03-3513-6969，FAX03-3513-6979，info＠jcopy.or.jp）の許諾を得てください。

あとがき
昨年十月，中国でくも膜下出血後の脳血管攣縮に関する国際学会があり，重慶，武漢

といった地方都市を訪れる機会があった。学会の主催は第三軍医大学西南医院という軍

直轄の大学病院であった。北京経由重慶までの往路は順調であったが，学会場に着き登

録の有無を確認すると定かではないという。だいぶ時間がかかった後，登録料が払って

あることが確認され，登録が完了しホテルの部屋に入ることができた。翌日から演題発

表が行われたが，その手順も慣れていないせいか遅れ気味であったが，約40％の演題の

キャンセルがあったためか，論議を十分に行うことができた。歓迎パーティーの食事は

日本人の口には必ずしも合うものではなかったが，舞踊，曲芸，伝統芸能（瞬時に顔に

付けているお面を交換する早業）などの余興はすばらしく，ここでは主催者の意気込み

が感じられた。学会２日目からは揚子江を下りながら船上で演題発表が行われた。学会

終了後は，バスで武漢に行き，そこで１泊した後，空港向かった。チェックインを済ま

せ待機していたところ，出発１時間前になり，北京行きの飛行機が出ないという。乗り

継ぎ便に間に合う他社の便を都合してくれと交渉したが があかなかった。結局３時間

遅れの次の便で北京に到着し，自分で航空会社のマネージャーと交渉し，なんとかその

日に日本に帰る便を都合してもらった。学会期間中天気が悪かったこと，重慶や武漢の

スモッグがすごかったこと，さらには，個人的なトラブルがあったことなどにより，初

めての中国旅行は苦いものであった。

さて，今月号の特集は「神経救急」である。最初に救急医学の専門家である有賀 徹

教授と本誌編集委員の内山真一郎教授が「日本における神経救急の現状と今後の展望に

ついて」というテーマで対談されているが，これを読んでいただければ，神経救急の重

要性がよく理解されるのではないかと思われる。現在大きな社会問題となっている小児

救急に関しては，長村敏生先生に「小児神経救急の現状」というテーマでその問題点を

含め解説していただいている。また，神経救急の治療は通常それ単独で完結することは

稀であることから，治療が終了した後の問題点やリハビリテーションに関して，栗原正

紀先生および富田博樹先生に解説していただいた。ぜひ「神経救急」の特集をお読みい

ただき，その重要性や問題点などを理解していただきたい。

原著は「紀伊半島南部地域における筋萎縮性側索硬化症」である。この地域では，ALS

発症年齢の高齢化，女性発症例の増加，旧麻痺症例の増加がみられるという。門外漢で

あるが興味深く読ませていただいた。また，症例報告の「頸静脈孔症候群で発症する耳

性帯状疱疹」および，「頭内爆発音症候群の１例」はとても勉強になった。顔面神経，内

耳神経障害以外で発症する帯状疱疹があることを初めて知った。また，頭のなかで爆発

音がするという訴えはどこかで聞いたことがあるものの，それが頭内爆発音症候群とし

て認識され，診断基準までできていることは知らなかった。まだまだ勉強が足りないと

実感させられた。 （中込忠好)
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